20200503レムナント教会1部
    祝福の鍵(Ⅰサムエル記25:32-38)
神様の恵みによって、私たちは神の子どもであり、信者になりました。にもかかわらず信者になかなか変わらない部分があります。「幸せは何なのか」「何が祝福なのか」という概念がなかなか変わらないままなのではないかと思います。世の中では、何もかもうまくいくこと、そして、健康が守られること、それを幸せ、祝福と言います。生活が豊かになり、裕福な人生になることを祝福だと、当然のごとく言っています。また、どんどん発展を遂げて成功を収めること、そこに幸せがあり、祝福があると言います。もちろんこのときの「世」というのは神様を離れたところを意味します。このようなものを基準にして笑ったり、泣いたりするところがこの世です。そして、今申し上げました幸せの内容を目標にして、また、生きる理由にして頑張るところ、そこがこの世というところです。残念なのは、信者である私たちも以前変わることなく同じスタンスを持っているということです。その結果、信者なのに救いの本当の感謝がなかなか見られないし、人生の方向そのものが使命に定められない状態が続くようになります。まるで荒野の生活のような状態がずっと続くということでしょう。
今日の聖書の箇所では、ダビデがナバルという人に、ダビデとダビデの部下たちのために食べ物を助けてほしいというお願いをすることになりました。なぜかというと、以前、ダビデとその部下たちが、

ナバルの羊飼いたちが羊の番をしているときに、動物や敵から彼らを守って面倒を見たことがありました。その恩を考えてお願いをすることになりました。しかし、ナバルは一言で拒否して、サウル王を裏切って逃げていた者などに用などはないという態度を取ります。部下たちが戻ってきてダビデにその報告をしました。ダビデは皆を奮い立たせ、ナバルをやっつけに行こうということになります。そのことをナバルのしもべたちが聞いて、ナバルの妻、アビガイルという女性に、そのことを知らせることになりました。その妻がそれを聞いた途端、旦那さんには内緒にして、ダビデとその一行のための必要なものをすべて揃えてダビデを迎えに行くことになります。道半ばで、ダビデとその一行と遭遇することになって、そのアビガイルがダビデに言います。「ナバルというちっぽけな人間のために、神の油を注がれたイスラエルの王が血を流すということはとんでもないことです。ぜひ許してください」とお願いをします。すると、ダビデが「あなたは非常に賢い女性です。あなたを通して無駄に血を流すことを止めたれた。イスラエルの神がほめたたえられるように」と賛美を捧げ、そこを戻ることになったわけです。ナバルはダビデを拒否して、その後、ナバルの体が固まって結局死んでしまいます。しかし、アビガイルはダビデを歓迎し受け入れたと、そのことによって運命が分かれることになったという話です。まるでダビデが、ナバルとアビガイルの運命の鍵を手に握っているかのような展開、そのようなお話が聖書には紹介されています。

ここで信者ならば忘れずに、ぜひ心に覚えていないといけないことがあります。それは何かと言いますと、人間の幸せ、祝福は、創造主の神様がともにおられること、そこにあるものです。なぜかと言いますと、創世記1：27、神様が宇宙万物を創造さったときに、人間だけは特別に神様と交わりができ、神の祝福を受けて、神の代わりに地上を収めることができる神のかたちに造られました。唯一、肉体を持っている存在でありながら霊的な存在です。特別に、人間だけがそのような存在なので、神様がともにおられることになりました。それを幸せと言います。そして、そのような幸せの存在であるがゆえに、創世記1：28を見ると、「生めよ。ふえよ。地を満たせ。地を従えよ」とあります。そのような神の代わりになる祝福を与えられ、また宣言されることになりました。これが人の幸せであり、また祝福というものです。しかし、人はこの神様を裏切り、罪を犯すことによって神を離れ、神様が人間を離れて二度と一緒になることができなくなります。それを不幸と言います。その不幸の結果、人はのろわれることになります。祝福の代わりにのろいの人生を歩むことになります。その詳細な内容が、創世記3：16-20に記録されています。これが人間の不幸であり、またのろいの人生をというものです。ローマ3：23、「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」。何が人間の幸せであり祝福なのか。何が本当の不幸であり、またのろい、わざわいなのかということを、信者の私たちは聖書を通して、また霊的な目で正しく理解していないといけません。そういう意味で、地球上、いちばん正直な者というのは、このように告白する者ではないでしょうか。「私は立派な心優しい親元で生まれた者です。そして、他の人より才能もあり、頭も切れ、学校の勉強もうまくできました。周りの環境も整えられ、恵まれた環境で育つことになり、わりと性格的にも人に迷惑をかけずに、穏やかな温厚な性格の持ち主になり、出会いの祝福もわりといい人との出会いが許されていた者です。自分でやりたいことはある程度、やれるようになり、また達成もしました。それにも関わらず、私は幸せではありませんでした。良い条件に恵まれて、良い環境に恵まれたのにも関わらず、そこに本当の幸せはなかったのです。私に幸せという文字は当てはまりませんでした」と告白することがいちばん正直な者です。それ以外は、自分をごまかすのか、あるいは騙していることです。まるでニコデモのように、そして、パウロのように。皆がうらやむようなすべてを持っていたのにも関わらず、本当は本物の幸せなどは自分自身にはありませんでしたという姿が彼らには見られるのです。
そして、逆にこのような状況の中でこのように告白する者、それが正直な者なのです。「いままで私は、私がだめになり、こんなに辛い人生になったのは親のせいだと思っていました。そして、他の人と比べたときに、私は良い条件にあまり恵まれていませんでした。そして、育ちの環境、生きる環境を見ると、ぐじゃぐじゃな環境ばかりだったのです。それで私の人生は不幸であり、自分の人生はこんなに悲しくて辛いものになったと思っていたのですが、実はそうではありません。私の不幸は、私の人生が辛いのは、神様を離れていたからです」。そのように告白すること、そういう人がいちばん正直な者になるわけです。人の幸せと祝福が何か分かっている者は、神様の恵みによってその悟りが与えられる者は、そのような正直な者になるでしょう。神様を離れることによって、取り返しのつかない不幸な人生を歩むようになりました。人間を愛して、神様が人に救いの道を与えられます。ここに神様の愛があります。ヨハネ3：16、「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」。神を離れて、不幸から一歩も出られない、のろいの運命に捕らわれている人のために、神はそのような人を愛して、ローマ5：8、神の御子イエス・キリストが、私たちがまだ罪人であったときに十字架にかけられて、私たちに対する神様ご自身の愛を明らかに示しておられる。そのようにして神を離れて不幸の泥沼から抜けられなかった人間が神様とまた一緒になる、つまり、幸せと祝福を取り戻す道が与えられることになります。ヨハネ14：6「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」。イエス・キリストはおっしゃいます。マタイ5：3、「心の貧しい者は幸いです。天の御国はその人のものだからです」。心の貧しい者、イエス・キリストでなければいけません。イエス・キリストこそが希望であり幸せです。その心になる人、それを心の貧しい者と言います。

つまり、信者の私たちが、何があっても絶対に忘れてはいけないことは、人の幸せと祝福の鍵は、実はキリストです。最初から神様はそのように約束されました。創世記3：15、このすべての不幸をもたらした張本人である悪魔、サタン、蛇を通して人を誘いました。その蛇の頭を踏み砕いて勝利なさるキリストこそが幸せと祝福の鍵です。そして、人間の罪を背負って身代わりとなって、贖いのいけにえとしてご自分を捧げることによって、罪を完璧に解決できる神の子羊、そのキリストこそが幸せと祝福の鍵です。神を離れていた人が、神様と一緒になるインマヌエルの主人公であるキリスト、そのキリストこそが人間の幸せと祝福の鍵となる方です。それでサムエルのお母さんだったハンナが、神様の答えを頂いて、お祈りの中でこのような告白をしています。Ⅰサムエル2：10「主は、はむかう者を打ち砕き、その者に、天から雷鳴を響かせられます。主は地の果て果てまでさばき、ご自分の王に力を授け、主に油そそがれた者の角を高く上げられます」。どういう告白なのでしょうか。主ははむかう者を打ち砕き、つまり、キリストこそが祝福の鍵だという告白なのです。ダビデも詩篇1：1-2でこのように告白しています。「幸いなことよ。悪者のはかりごとに歩まず、罪人の道に立たず、あざける者の座に着かなかった、その人。まことに、その人は主のおしえを喜びとし、昼も夜もそのおしえを口ずさむ」。キリストが幸せと祝福の鍵なのだという告白なのです。イエス様ご自身もおっしゃいました。ヨハネ3：17-18において「神が御子を世に遣わされたのは、世をさばくためではなく、御子によって世が救われるためである。御子を信じる者はさばかれない。信じない者は神のひとり子の御名を信じなかったので、すでにさばかれている」。幸せと祝福の鍵はキリストです。経済の豊かさ、才能ではなくてキリストです。そして、キリストはこの幸せと祝福の鍵、そのものを信者の私たちに任せられました。これが秘密です。だから、ダビデがまるでナバルとアビガイルの幸せと祝福、またのろいと不幸の運命を左右する鍵を持っている人のように扱われていたのではないでしょうか。ここが今を生きる私たちクリスチャンが、そして、レムナントひとりひとりがしっかりと確認して握るべき契約です。この鍵を神様は信者の私たちに任せられました。アブラハムを召されたときに神様はおっしゃいます。「あなたを祝福の根源、祝福の基にしよう。あなたを祝福する者は、わたしが祝福して、あなたをのろう者は、わたしがのろおうじゃないか」。祝福の鍵が信者に任せられました。このアブラハムに宣言されていた祝福が、今ダビデにもそのまま現れている場面です。マタイ10：40には、イエス様ご自身が弟子たちにおっしゃいます。「あなたがたを受け入れる者は、わたしを受け入れるのです。また、わたしを受け入れる者は、わたしを遣わした方を受け入れるのです」。イエス様を拒否すると、イエス様を遣わされた父なる神様を拒否することと同じことになるのと同じように、イエス・キリストによって遣わされた信者の私たちを拒否することは、イエス・キリストを拒否することと同じなのだとおっしゃっています。この祝福の鍵が信者に与えられ、任されているということを、ぜひ覚えていてください。マタイ16：19において、イエス様はペテロを祝福しながらこのようにおっしゃいます。あなたに天の御国のかぎを上げよう。あなたが地で解くなら、天においても解かれているし、地でつなぐなら、天においてもつながれている。世の中の人々、現場の祝福と不幸の運命が信者の手に任せられているということをイエス様がおっしゃいました。残念ながら信者の私たちが、自分がそのような存在だということを分かっていないし、そういう意識を持っていないがゆえに、今まで通り、世の中で通用している幸せと不幸の概念そのままなのです。パウロはガラテヤ教会に少し怒りとともにこのように手紙を書き送りました。ガラテヤ1：8、「しかし、私たちであろうと、天の御使いであろうと、もし私たちが宣べ伝えた福音に反することをあなたがたに宣べ伝えるなら、その者はのろわれるべきです」。私があなたがたに伝えたキリスト、その福音、それによって幸せとのろいが左右されるものなのだという自信と自負と確信をもって語っています。パウロという人間が、人間的にどれほど優れていたのかということは分かりません。しかし、パウロは伝道者であり信者です。天の御国の鍵を預けられた者です。そういう意味で、聖書にはエペソ1：23、万軍の主であるイエス・キリストが、すべてを満たす方でありますが、その方によって満たされているものであり、キリストのからだなる教会という祝福の宣言がなされるものです。教会という言葉は、神秘中の神秘です。キリストである幸せと祝福の鍵はキリストです。他にありません。頑張るから幸せになるということはとんでもありません。何かが収束するから幸せになるわけでもありません。幸せの鍵、祝福の鍵は、キリストご自身です。その鍵が信者の私たちに、皆さん自分自身に与えられていることを忘れてはいけません。
ということでⅠペテロ2：9などには、あなたがたは、王である祭司と言われるわけであるし、このいのちの光を宣言するために召されている者なのだと言われています。伝道は牧師や、そして、信仰の良い者だけがやるものであってという考え方は非常に旧約的であり、信仰的ではありません。イエス・キリストを信じる者は、誰一人として例外なくその人の内側に聖霊が宿り、キリストのからだなる教会となり、神の神殿と呼ばれる者になります。それは裏返しますと、キリストが宿ることになり、人々の幸せと不幸、祝福とのろいを左右する鍵を持つ者になったということです。ですから、大変なこの時期であるからこそ、皆さんはあちこちから悲鳴が上がっているときに、同じく流されずに、いまこそがチャンスです。その悲鳴を上げている人々が本当の幸せと祝福に戻るための鍵を皆さんに与えられて預けているということをしっかりと意識して、その神様がなさる救いのみわざを期待して本格的に祈り、備えるべきではないでしょうか。

今日からこのように自分自身にしっかりと言い聞かせてください。信者は、人々の幸せと不幸、祝福とのろいを左右する鍵を所有している者なのだと。ですから、どこで何をするにしてもこの意識をしっかりと持たないといけません。そのところにおいて、その現場において、主人公の意識をしっかりと持って、自負を持たないといけません。肩書きが下であっても、経済的な程度が衰えることがあっても、知識が足りないとしても、皆さんが主人公なのです。不安に怯えて悲鳴を上げている、家庭内の問題や経済、健康の問題で震えている、もう死んだほうがましではないかと追い詰められている人々を生かすための鍵が皆さんに預けられているということを忘れてはいけません。皆さんの人間的などうのこうのとは一切関係ありません。そのことのためにイエス・キリストが血を流されて、皆さんひとりひとりに値なしで聖霊が宿るようにいのちの油を注がれましたことを覚えていてください。皆さんは、ダビデより優れた存在なのです。パウロは使徒26：29において、罪囚として尋問されている時、取り調べを受けていた最中のことです。王様というのは指一本下に向けることによって人を殺すことができる権限を持つすごい存在なのです。その王様に向かって「王様だけではなくて、ここにいるみなが、私が鎖につながれていること以外は、私のようになってほしい」と言います。それほどの自負を持たないといけません。罪囚なのかどうなのかということは関係ありません。なぜなのでしょうか。イエス・キリストが血を流されてすべてを完了した後、誰でもイエスを信じる者は、その人の内側に聖霊が宿るいのちを与えることにしていらっしゃるからです。これが新しい時代の、新しいぶどう酒を新しい袋に入れるという意味です。そのことを意識して、現場灯台を意識しましょうと叫んでいる理由はそこにあります。
ですから、先程も申し上げましたように、自分のどうのこうのというより、キリストを豊かに、豊かに味わい、キリストで豊かになる信者になりましょう。私は十字架とともに死にました。私の内側にキリストが生きていて、これから私が生きるのはそのキリストを信じる信仰によって生きることなのだね。自分がどうのこうのではないのだね。ということによって、信者である自分は、祝福の人だという揺れることのない確信をしっかり持って、その確信の上で祝福を味わい、そして、何よりそれを喜んでください。そこがスタートになります。それを奪うものは宇宙に実は存在しません。皆さんにこの確信と喜びと、そして、これを豊かに味わう祝福があふれることを主の御名によって祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い父なる神様。ありがとうございます。ダビデが、ナダルとアビガイルの祝福の運命を左右する存在であるかのように扱われたそのことが、今信者である私たちにその通りになっていることを感謝いたします。アブラハムに宣言されました、その祝福の宣言が、キリストにあって信者である自分自信に今成就して、それが進行中であることを覚えて、自分が祝福の存在であり、祝福の鍵を持つ大事な大切な存在であり、だからこそ意味ある人生を歩いていることを日々覚えて味わうことができるようにしてください。いつも同じですが、こういう大変なときこそ、それにさらに自覚を持って、意識を持って立ち向かうことができるように聖霊様が導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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